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ディー ト (忌避剤)に関する検討会

目時: 平成17年 8月 15日 (月 )16:00～ 18:00

場F~F: 中央合向庁舎5号館 6階共用8会議室

! 
議題 :

1.文献報告について

2.安全対策について

3。 その他
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17独国生商第 28号
平成 17年 6月 3日

厚生労働省 医薬食品局

安全対策課長 殿
審査管理課長 殿

独立行政法人国民生活セ

商品テス

「虫よけ剤 ―子供への使用にっいて一」にういて (要 望)

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げま
す。国民生活センタ

ニの業務につきましては、
日ギろよりご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さ′て、当センターでは今回、『虫よけ剤』をテーマにテネトを行|たところ、別紙 (6月 3日
公表資料)の内容で結果がまとまりました。その書果を踏まえ、下記について要望いたします。

記

要望内容

1)特に、子供に使用した場合のディマトの安全性についそ検討を要望する
近年、アメリヵやカナダでディートの安全性について再評価が行われ、特に子供へめ使用について検討されている。一方ヽ日本で販売されているディートを含む「虫よけ剤」を調べ

～

結果、銘柄によっては「孝L幼児や首筋にも安 ,ぃ してお使いになれます」等の表示もみられ
る現状にあった。

消費者アンケー トの結果、子供に対 し日常的に使用されていることから、ディー トの安全
性についての検討を要望する。

量について具体的な表示をするよう指導を要望する
モニターテス ト結果では、使用者及び使用 目的の違いにょって、「虫よけ剤Jの使用量に
大きな差が夕ら

'れ
た。そのため、メーカー等が想定している使用量より少量の使用のため

効果が得られないのではないかと思われる場合や、使用量の多い人が連続使用したときに
は注意が必要となる場合もみられた。              ,
消費者がより有効でかっ安全に「虫よけ剤」を使用できるよう、使用方法、使用量、使用上限量の具体的な表示を記載するよう業界の指導を要望する。

デイ‐ 卜濃度の表示方法を統一するよう指導を要望する
医薬部外品の「虫よけ剤」は、ディー ト含有量の表示がないものが多く、ディートが
どれだけ含まれているかを消費者が知ることができない状況であった。メキi:濃度に
ついて表示をするよう業界の指導を要望する
また、表示があっても記載方法が異なってぃては容易にディート濃度を比較できないの
で、含有量の表示方法を統一するよう業界の指導を要望する。

2)

3)

以上
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1.目 的

近年、蚊を媒介とする病気の予防等や自然
を楽しむアウトドア志向の流行のため、直接肌

に付ける「虫よけ剤」が使用査れている。

虫よけ剤の種類は、スプレータイプ、
ティッシユタイプヽ薬液

を直接塗るもの等、さまざ

まな商品が市場に■回 り、市場規模は販売
総額で年間 55億円に達

・している (2004エ アゾー

'レ

市場妻覧)oこ れ らの「虫キけ剤」の大部分は、忌避成
分 として ニルジエチル

ー″ トルア

ミド (以下、「デイ■ 卜」とい う)が配合されて医薬
品や医薬部外品として販売されている。

デンニ トは、蚊などの触角に作用する
虫与け剤として 1946年 に

アメリカで甲発さ■、下

般島には毒性が低いとされて
いる|と から、世界

で広く使用されてお り、日本では重篤な

事故例は見られない。      .

しかし、最近、アメリ々 、カナダではデイアトの安全性に
ついて再評価が行われ、特に子

供への使用について検討されていぅ。

国民生活センタ
ニの P10-NET(全 国消費生活情報ネットワーク・システム)に寄せられた

「虫よけ剤」に関する相談は、
「虫よけスプレーを保育園で使用しているが、体に影響がな

ぃヵi」 「手足首に水疱が下きたが虫よけスプレーが原因ではな
いか」などであり、2000年度

以降今までに約 20件 寄せ られてい る (2005年
4月 30日 現在 )。 その中には子供 の使 用仰

もあ り、使用方法や倅
への影響につい、 ?相談がある。 一方、 日本

で販売 さ■てぃる商品

には、:具体的な使用方法や使用量、年用
上限i量の表示が ほ とん どな く、消費者は どの よう

に使用し
｀
てよいのか不明な事も多い。

そこで、今回、肌に直接付ける
「虫よけ剤」について、商品中の忌避成分量を調べると

ともに、■ネキイ (5歳児押当)を利用したモ
ニターテストにより実際の使用量や肌への付

着量などを調べた,ま た、使用実態や
「虫よけ剤」の商品性がどのようなものか調づるた

め消費者アンケートやメーカー等今の調査を行
い、あわせて情報提供する。

2.テス ト実施期間

検体購入 :'004年 10～ H月 テス ト期 間 :2004年 H月 ん 2005年 3月



3.虫 よけ剤 について

1)忌避成分「ディァ ト」について

デ ィー トはt毒性が低いとされているが、中毒情報センターホ‐ムページによると (参考資

料 4参照)急性の経口摂取や、慢性的な皮膚適用の場合に血圧低下、けいれん、発疹などの症

状を呈する。

日本で販売されている商品は、10%以 下 (医薬部外品として販売)のディー トを含む商品が

ほとんどであり、医薬品には 12%と 表示されている。

一方、諸外国は、高濃度のディー トを含む商品が市販されており、事故例が報告されてぃる

ことから、近年、再評価されてきている。例えば、米国では小児科学会が、子供用には、ディー

ト濃度が 10%以 下という低濃度の虫よけ剤を使 うよう推奨してお り、米環境保護局 (EPA)でも、

ディー ト入 りの虫よけ剤に、子供に対 して安全に使用できる旨を表示することを禁止 している。

また、カナダでも子供に対する使用方法を定めてお り、その中で、「生後 6ヶ 月未満の子供「

は使用 しない」等の指導をしている。

2)「虫よけ剤」の商品タイプについて  、
市場で販売されている「虫よけ剤」は、使用方法によリスプレータイプの商品と、直接塗る

タィプの商品に分けられる。そこで、商品の形状により、本テストでは下記の商品群に分類す

ることとした。

ス
プ

レ
ー
タ
イ
プ

エアゾールタイプ ポンプタイプ

欠

ν

ディー トを含む薬液をガス (LPガス等)の圧
力でスプレーするタイプの商品。ガスがある

限 り連続 してスプレー(豊る。__   _

ガスは入つておらず、ディー トを含む薬液をポ
ンピングすることでスプレーするタイプの商品。

塗
る
タ
イ
プ

ティッシュタイプ 液体タイプ

シー トにディ,卜 を含む薬液を染み込ませて
あ り、外観はウェットティッシュのようになつ

ている。直接肌に塗るタイプの商品。

容器にディー トを含む薬液が入つており、上部

のスポンジ部分を直接肌に押し当てて塗るタイ

プの商品。      二____二 ____



4.テ ス ト対象銘柄

ドラッグス トアやイ

カーのものを中心に、

選定 した。その結果、

銘柄 t噴射ガスを使用

体タイプ 2銘柄、合計

ンターネット等で販売されており、子供にも使用できる商品で、大手メー

また、タイプが 4種類あるためこれらの比較ができるようにテスト対象を

スプレータイプの中から噴射ガスを使用して噴霧するエアゾールタイプ8

しないポンプタイプ4銘柄、塗るタイプからティッシ三タイプ 4銘柄、液

18銘柄である。そのうち医薬品に分類されるものが3銘柄である(表 2)。

表 2:テ ス ト対象銘柄一覧

タイプ 銘柄名
製造者
販売者

分 類

内容量
メーカー希望
小売価格
観 υ

効能、効果 有効成分

ス
プ
レ
ト
タ
イ
プ

A
ムとの虫よけムシベール

PS
n池田1箕範堂 医薬品 ２０。ｍ‐駆

蚊、プユ0■ )tサシバエ、アプ、ナンキンムシ、
ノミ、イiダニ、ツツガムシの忌避

ディート
原液100m:中 128

B イーメン 虫よけ 大正製薬m 医薬品
100ml
Y924
度、アプ、プユ、イエダニ、ノミ、サシバエ、トコジ
ラミ(南京虫)及びッツガムンの忌避

アイ~ト

100mi中 6.00g

C ナラテクト′くウダーin アース製薬綺 医薬部外品 獅
Ｗ

腐、プヨ、アプ、ノミ、イエダニ、サシバエ、ナンキ
ンムシの忌避

ディート

ア
ゾ

ー

ル

タ

イ

プ

D サラテクトデイープウッズ アース製薬lHl 医薬部外品
200ml
Y871

蚊、プヨ、ノミヾ イエダニ、サシバエ、卜7ジラミ(ナ
ンキンムシ)の忌i壺

ディート

E 虫と′`イ′`イ llll近江兄弟社 医薬部外品
200ml
Yl,029

度成虫、プヨtサシバエ、ノミtイエダニ、アプ、
ナンキンムシの忌避   ' ディート

F スキンガード 虫よけ
東洋エアゾールエ業僻
ジョンソン‖囀

医業部外品
200mi

オープン
lt・ぶよ。ノミ・イエダニを、お肌によせつけませ
し

ディート

G
虫よけキンチョールA
パウダーイン

大 日本除虫菊 lul 医薬部外品 ２。。ｍ留
蚊成虫、プヨ、サシバエ、ノミ、イエダニ、アプ、
ナンキンムシの忌避

ディート

H クール虫よけササレン フマキラーⅢ 医薬部外品
２。。ｍ‐

Ｙ９４５

蚊、ノミ、イエダニ、プユ、サシバエ、アプ、南京
虫の忌避

ディート

ボ

ン
プ

I

ムヒの虫よけムシベール

“

η池田1莫範生 医薬 品
60mi
Y819
蚊、プユ(プヨ)、 サシバエ、アプ、ナンキンムシ、
ノミ:イエグニ、ツツガムシの忌避

ディート
100mi中 12g

虫′くイ′`イ 側近江兄弟社 医薬部外品 ５。ｍ‐回
蚊成虫、プヨ、サシバ干、ノミ、ィエダニ、アプ、
ナンキンムシの忌避

ディート

タ

イ
プ

K ウナ 虫よけスプレーS
興和側
興オ0新薬lH,

医薬部外品 ８。ｍ‐騒
蚊、アプ、プユによる虫さされの予防

ディート
lml中 35mg

L スキンガードアクア
東洋エアプールエ業麟
ジョンソンm 医薬部外品

50ml

ォニプン
蚊。ぶよ。ノミ・イエダニを肌によせつけません ディート

塗
る
タ
イ
プ

M ナラテクト テイッシユ アース製薬田 医薬部外品
151,

(70.5m)
■,Qq

蚊、プヨ、アプ、ノミ、イエグニ、サシパエ、トコカ
ミ(ナンキンムシ)の忌避

ディート

ィ

ツ
シ

ュ
タ

イ
プ

N カュネード虫よけ
lllカナエテクノス
ピジョン輌

医薬部外品
30をk
(100mD 島成虫、プヨ、サシバエ、ノミ、イエダニの忌避 ディート

0
虫よけササレン

アイツシユタイプ
‖カナエテクノス

フマキラー冊
医薬部外品

151気

(49.5m)
Y`7,

吹成虫、プヨ、サシバエ、ノミ、イエダニの忌避 ディート

P 虫よけモスガード 和光堂lla 医業部外湿
40mL
(10枚入り)
V■ 15
皮。ブユ(プヨ)などから肌をまもる ディート

液
体
タ
イ
プ

Q クナコーフ虫よけ
興和‖
興和新粟‖

医業部外品 銅
Ｙ８４０

蚊、アプ、プヨその他の害虫による虫さされの予

防

ディ■ト
lml中 35mg

R 虫よけぬるタイプ
ジェクスlFF

開コスモピューテイー
医薬部外品 鏑
Ｙ６３。

攻、プヨ、サシバエ、ノミ、イエダニの忌透 アイニト



●

5.概 要
虫刺され防止のため、直接肌に付ける「虫よけ剤」には忌避成分としてデイー トが配合され

ている。デイー トは毒性が低いとされているが、まれに体への影響があると報告されている。

日本で販売されている商品には、具体的な使用方法や使用量、使用上限量の表示がほとんどみ

られないので、商品中の忌避成分の量や使用時の肌への付着量、付着の様子などを調
べた。ま

た消費者アンケー トとメーカー等への調査を行った。      i

O消 費者アンケニ トでは、約 9割が「虫よけ剤」を使用した経験があり、特に子供の場合、
約 6割功'2歳未

満から使用していたほか、子供に週 3回以上使用すこ人が約■増に てヽ日常

化していた

幼稚固児がいる家庭にアンケー ト調査を した結果、「虫よけ剤Jの使用経験は、大人、子

供共に 90.8%が使用した経験があつた。また、子供の場合、62.5%が 2歳未満で使用を始め

ていた。その他、夏季な:ど頻繁に使用する時期には、大人の 42.6%、 子供の 56.7%が週 3

回以上使用 してお り、特に子供の場合、“犀外で遊ぶとき"の使用が 91.8%と 最も多く、日

常的に使用されていることが分かつた。

医薬部外品のデイ~卜濃度は

'銘

柄で差が大きく、中には医薬品に近いものもあったが、

医薬部外品のほとんどに濃度表示がなく、消費者が知ることができない状況であつた

ディー ト濃度を調べた結果、医薬品として販売されている銘柄は約 12%のデイー トが含ま

れていた。医薬部外品では、デイー ト濃度が約 4～ 11%と 銘柄で差が大きかつたが、中には

医薬品の濃度に近いものもあつた。医薬部外品では、15銘柄中 13銘柄にディート濃度の表

示がなく、デイア ト濃度を消費者が知ることができない状況であつた。

こ特徴があ L ―ルタイ

いため、吸入することが考えられた

付着の様子等をテス トした結果、タイプにより特徴が見られた。エアゾールタイプは、他

のタイプに比べ付着効率が悪く、同じスプレーのポンプタイプと比較して粒子がかなり小

さかった。また、付着の様子を見ても、周囲に拡散 しやすく、モニターテス トでも低濃度

ではあつたが日付近に商品の付着が確認され、使用する際、吸入することが考えられた。

0モ ニ生―テス トの こよって差があ ,

意が必要な場合があつた

モニターテス トの結果、使用量は人によつて差があつた。また、4銘柄についてマネキン

に付着 したデ イー ト量 とメーカー回答値を比較 した結果、「公園に 2～ 3殻時間行 く場合」に

はモニターの半数以上がメーカー回答値を下回つてお り、想定 している効果が得 られない可

能性があつた6-方 、1回 の使用で多めに使 う人の場合、ディニ トが多量に肌に付着 し、高
い頻度で使い続けるときに注意が必要である場合 もみられた。

たが、メーカー等ヘ

近年、アメリカやカナダ等でディー トの安全性について再評価が行われ、特に子供
への使

用について検討 されている。しかし、銘柄によつてはパッケージに乳幼児や子供
のイラスト、

「赤ちやんt乳幼児、小児にも安心」等の表示もみられた。メーカー等への調査では
「皮膚

が敏感なため」「肌がしつか りしてないためアルコールめ刺激が心配」
「特段の理由はないが、

安全を期してJ等の理由で、乳幼児への使用を控えた方がよいとの回答もみられた。特に乳

幼児の安全のために、使用対象者や使用方法などについて検討が必要と考えられた。

ｎ
Ｕ



6.テ ス ト結果

1)消費者アンケ=卜調査結果

肌に直接付けて使用する「虫よけ剤」は、日本では 20年以上前から販売されており、近

年は多種類の「虫よけ剤」が見られるようになつた。そこで、「虫よけ剤」の使用の有無や

使用方法、頻度等を調査するため、神奈り|1県相模原市内の幼稚園児がぃる家庭を対象に、子

供 と大人についてアンケ∵ 卜を行つた。 (回答者 :217名、回収率 :81.4%)

(1)「虫よけ剤」の使用者について

歳未満で使用 し始めており、ェ アゾニルタイプが多く使われていた

幼稚園児がいる家庭において、「虫よけ剤」の認知度及び使用経験を調べた結果、99。 1%

の人が「虫よけ剤」を知っており、大人、子供共に
｀
90.8%の 人が使用 したことがあると答え

た。また、子供の場合、o2.5%が 2歳未満で使用し始めており、ェアゾールタイプが多く使

われていた。

図 上 子供の使用開始年齢について

エアゾール

ポンプ

ティッシユ

図 2.子供に使用する商品の種類 (複数回答)

4歳～6歳未
満

5.5%

6歳以上

0.6%

体

　

他
　
＞

液
　
　
の
　
儡
一

そ



(2)使用頻度について

「虫よけ剤Jを使用する夏季は、大人の約 4割、子供の約 6割が週 3回以上使用しており、

特に子供が屋外で遊ぶときは日常的に使用 していた

使用頻度について調べた結果、大人の 42.6%、 子供の 56.7%が 週 3回以上使用していると

答えた。また、子供はt《屋外で遊ぶ"と きに使用 している場合が 91:8%と 最も多く、日常的

に使用 していた。

その他
6.1

無回答

1.5%
散歩

屋外て遊ぶ時・屋外活動

海山などのレジヤー

海外旅行

月 1日程度
4.6%

ほぼ毎日

21.0%

月 2
122%

週 1回程
18.9%

就寝時

その他

図 3.子供の使用頻度について (複数回答 )
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図 4.「 虫 よけ剤」 を使用す る機会 について

(複数回答 )

(3)使用状況について

「

「虫よけ剤」の使用部分を調べた結果、顔、首、手、腕、足などの露出部分に使用 してお

り、特に、腕・足については約 97%の 人が使用 していた。また、子供の場合でも、74.4%の

人が手に、9_5%の人が顔に使用 していることが分かつた。

2002年にデ ィー トの再評価が行われたカナダでは、現在、ディー ト濃度の規制と、子供に

対す る使用方法を定めており、その中で、「生後 6ヶ 月～ 12歳までの子供には顔 と手には使

用 しない」ように指導をしている。

衣服の上から体全体

顔

首

手

腕

足

その他

(%)。

図 5。 使用する部位について (複数回答)
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2)メ ーカー等調査結果

今回、テスト対象の製造者または販売者に対し (表 3)、 成人及
び子供に対する使用方法、

1回 の使用量とその際付着するデイー ト量、商品の使用上限量等の調査を行つた。(表 4:回

答者 11社、回収率 100%)

表 3.調査対象メす力二等一覧

アース製薬 (株 ) (株 )池田模範堂 (株)近江兄弟社

興和 (株 ) (株 )ゴ スモビューティー ジヨンソン(株 )

大 日本除虫菊 (株 ) 大正製薬 (株 ) ビジョン (株)

フマ キラー (株 ) 和光堂 (株 ) <計 11社 >

(1}1回の使用量及び付着ディァ ト量の回答Jま、_銘柄1]よ つて数倍の差が見られた

1回の使用量の回答は、成人でエアゾールタイプが 10～ 35秒 /人、ポンプタイプが 20～

50シジシユ/人、ティッシュタイプ 1～ 2枚 /人 と、同じタイプであっても、銘柄にようて

使用 量に差があつた。また、 1回 :の使層で肌に付着す るディ‐ 卜量は、単位面積当たりの

付着量で回答のあつた 5銘柄の中で 5倍の差がみ られた。

●)
いとの回答もみられた

使用量について成人と子供の両方の回答があつた 12銘柄の中で、成人の使用に比
べ、子

供の使用量が少量であるものが 10銘柄あつた。
1使
用方法は成人 と子供では異なった回答の

ものがあり、スプレータイプを子供に使用する場合
「ヽ保護者が一旦、手のひら等にとつて

塗る」 という方法を勧めていた。 また、メーカー等への調査では 「皮膚が敏感なため」「肌

が しっが りしてないためアルコールの刺激が,い配」
「特段の理由はないが、安全を期して」

等の理由で、乳幼児への使用を控えたほうがよいとの回答もみられた。

(3)

きないのは「根拠となるデータがないため」という理由が多かつた

商品の使用上限量について回答があつたのは、成人で 4銘柄、乳幼児
,小児で 2銘柄のみ

であった。上限量を超えた場合に考えられる症状については、
「特に問題はないと考えるが、

皮フの弱い方はかゆみや赤みが出ることも考えられる」
「使い過ぎるとべたつく」等であつ

た。いずれも回答できないのは
「根拠となるデータがない」とい う理由が多かった。




